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速効型インスリン分泌促進剤
劇薬・処方箋医薬品

使用上の注意改訂のお知らせ

　この度、下記のとおり使用上の注意を自主改訂致しますので、お知らせ申し上げます。
　今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。

記

・改訂内容（下線部改訂又は追加箇所、取り消し線部削除箇所）
改　訂　後 改　訂　前

２．重要な基本的注意
9）本剤とGLP-1受容体作動薬との併用における有効
性及び安全性は検討されていない。

２．重要な基本的注意
9）本剤とインスリン製剤又はGLP-1受容体作動薬と
の併用における有効性及び安全性は検討されてい
ない。

（裏面につづく）

（レパグリニド錠）



　

　

☆ 改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https：／／www．pmda．go．jp）
および弊社の医療関係者向け情報サイト（https：／／med．sawai．co．jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。

改　訂　後 改　訂　前

３．相互作用
本剤は、主として薬物代謝酵素CYP2C8及び一部
CYP3A4で代謝される。
併用注意（併用に注意すること）
1）血糖降下作用を増強する薬剤
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
デフェラシロク
ス
クロピドグレル
スルファメトキ
サゾール・トリ
メトプリム
ファビピラビル

低血糖症状（空腹
感、あくび、悪心、
無気力、だるさ等の
初期症状から、血圧
上昇、発汗、ふる
え、顔面蒼白等の症
状を経て意識消失、
けいれん、昏睡にい
たる）、血糖降下作
用が増強されること
があるので、血糖値
モニター、その他患
者の状態を十分に観
察し、必要であれば
減量する。特に、イ
ンスリン製剤と併用
する場合、低血糖の
リスクが増加するお
それがある。併用時
の低血糖のリスクを
軽減するため、イン
スリン製剤の減量を
検討すること。α-
グルコシダーゼ阻害
剤との併用により低
血糖症状が認められ
た場合にはショ糖で
はなくブドウ糖を投
与すること。

CYP2C8阻害
作用により、
本剤の代謝が
抑制されると
考えられてい
る。併用によ
り、本剤の血
中濃度が増加
したとの報告
がある。

９．その他の注意
本剤と心血管イベントの関連について明確な結論は
得られていないが、外国の疫学的研究で本剤投与群
の急性冠動脈症候群の発現頻度がスルホニルウレア
剤投与群に比べ高いことを示唆する報告がある。ま
た、外国の臨床試験において本剤とNPHインスリ
ン併用時に重篤な心筋虚血の発現が認められた症例
が報告されている。
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